
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medioal 　and 　Pharmaoeutioal 　Sooiety 　for 　WAKAN −YAKU

F− 4

セル ライ トに対する漢方医学的検討
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【はじめ に1 セ ル ラ イ トは末梢の循環不全，代謝不全 に伴 っ て脂肪組織内に線維化が生 じ，それ に

よ り脂肪組織の代謝不全が亢進 して脂肪組織が 変性をきたすとと ．もに，周囲組織の 線維化も進ん だ

状態と考えられ て い る。 こ れは通常の 肥満組織と異 な っ て 臨床的 にも固い 結節状 を旱す る こ とが特

徴と され，orange 　peel　 appearance と して 知 られ て い る。セ ル ラ イ トの 最 も好発部位 は，大腿背側部

とされ て い る。セ ル ラ イ トの 原因として は遺伝的要因，ホ ル モ ンの ア ンバ ラ ン ス，循環障害 ， 姿勢

の悪さ，ア ル コ
ール飲料などが考えられてい る 。 今回，我々 は セ ル ライトの存在 と漢方医学的な関

連 を検討を行 っ た。

【対象お よ び方法】セ ル ラ イ トに 関心の ある健常成人女性17人 （19〜35歳〉を対象とした 。
セ ル ラ

イ トの 評価 は，肉眼所見 により大腿背側部 におい て特有 の 凹凸の 形成 をみる皮膚症状 ，同部位にお

ける接触型サ
ー

モ グ ラ フ ィ
ー

（Contflex）所見によ り， 存在の 有無と重症度を3段階 に分類した 。 漢

方医学的評価は，問診票に よる 自覚症状，腹診 に よる臍傍 ・下腹部 の 圧痛を検討 した。

【結果】セ ル ラ イ トは，対象の 17例 の 全 て に存在 し， 皮膚所見 ， 接触型サ
ー

モ グ ラ フ ィ
ー
所見な ど

の 重症度評価 に よ り，軽症6例 ，中等症6例，重症5例で あっ た 。 こ の 17例で は，臍傍 ・
下腹部の 圧

痛（88．2％ ），む くみ やす い （70．1％ ），生理痛（64．79e），手足の冷え，皮膚がか さつ く（76．59e），立ち くら

み
，

爪が われ やすい （58．8％ ）， 瞼周囲の 色素沈着（47．1％）などの所見がみ られた。重症度との関連 で は
，

むくみ やすい
， 車酔 い しやすい ，冷えの ぼ せ，顔の 火照 り，眼瞼周囲の色素沈着，臍傍 ・下腹部の

圧痛な どの所見が 重症度と関連す る こ とが推測 された。

【結語】セ ル ラ イ トの 重症度 と漢方医学的所見 との 関連 に つ い て検討 した 。 セ ル ラ イ トは，瘢血，

血虚の 所見 に水滞や気逆の 所見 が 伴っ た もの に発症す る こ とも推測さ れ た 。
セ ル ラ イ トに対す る駆

癧血剤，補血剤の投与などに よる漢方医学的治療効果も期待される 。
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